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研究活動報告  （設置申請書, 継続申請書の研究活動計画と対比するように記載してください。）

当ラボはベルモント・フォーラム国際共同研究「持続可能な都市化に向けた国際イニシアチブ(SUGI)：食料（F）－水

(W)－エネルギー(E)のネクサス」(SUGI―NEXUS)プロジェクト、「可動型ネクサス：デザイン先導型都市食料・水・エ

ネルギー管理のイノベーション」(M-NEX)を土台に、

・日本における都市FEWのマネージメントに関するアクターとそれらのベストプラクティスを収集し、FEWネクサスを

マッピングする。

・ICT/CPSおよびワークショップを通して、FEWの生産・流通・消費・廃棄のプロセスおよび各アクターのFEWネクサ

スに対する理解、認知をマッピングする。

・リビングラボにおいて共創的プロジェクトを企画し、実施可能性を評価する。

・東京横浜においてワークショップを行い、都市FEWマネージメントシステムの新しい手法を検討し、それを支えるイ

ンフラの要件を明らかにする。

ことを目標にしていました。

2018年度では，首都東京圏にわたって，人口分布，建物利用，土地利用の時系列データを整備した．東京都世田谷区二

子玉川，横浜市青葉区たまプラーザ，藤沢市西北部という都心から距離，都市化特徴の違う３地域を選んで対象地域に

食料の生産，流通，消費の実態を調べた．土地利用や食環境の変化を３D模型・地図投影などにて情報と知識による

ワークショップを支援した．横浜市・東急電鉄が共同で運営するWISE Living Labを拠点に，大規模郊外団地の食生活を

検証した．多様な主体が参加するLiving Labの共創環境の中で，フィールド調査，研究報告会，ワークショップを行

い，田園都市の食生活をリ・デザインし，食生活・食環境の視点から住み続けられるまちの方向性を検討した．フード

を通したプロジェクトでコミュニティの活性化へつなげる可能性を示した．

2019年度では、都市FEWデザインと実践に関するベストプラクティスを100以上収集し、wikiページに概要を掲載すると

ともに編集中のM-NEX出版にレビューペーパーを提供した。プロジェクトはデトロイト、シドニー、フローニンゲンで

のワークショップを通じてデザイン方法、評価ツール、参加の仕組みという３つの方面の内容を固めた。デザイン方法

について、可動型ネクサスの３つの原則（資源の活性化、技術と知識の統合、地域へのデリバリー）を決め、13のデザ

インステップに具体化できた。評価ツールについて、FEW資源とサービスへのアクセス、低炭素型食事構成をベンチ

マークとしたFEW-print, フードセキュリティを重視する野菜のFEW-print、さらに啓蒙・普及のためのFEW-printアプリと

いう４つの形を提供する。参加の仕組みについて、社会的ネットワークを分析するツールをもとにリビングラボのアク

ターネットワークの見える化ツールを開発した。これらの成果はM-NEXのデザインワークショップを通して互いに学び

合い、各都市で試して、改善されたものである。

2020年では、コロナの影響で対面活動はできなかったが、１）研究対象地域において環境センシングを展開した、２）

都市リビングラボにおいて展開されたまちづくりの活動をデータベース化し、社会的ネットワーク及びSDGsへの貢献を

可視化した。３）2020年10月にオンラインで開催したアムステルダムデザインワークショップに参加し、東京の研究成

果を報告した、４）2021年2月に私達がオンラインデザインワークショップを主催し、M-NEXの方法による東京の気候

変動適応型未来のまちづくりデザインを行った。６カ国20名以上の研究者が参加された。５）これまでの研究成果をM-
NEXの出版に寄稿した。６）オンラインで学会発表を行った。

以上の活動と研究成果をもって、設置時目標を達成し、予定どおり、2020年度末に終了した。

年次活動実績報告
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